












－ 155 －

�˜�N�.�“
$
ú���t�S�Z�”���<�s�R��	�
Ú�t�²�Z�h�ž�Ó�é�”�½
�D�j�-�™	&

展示する車両はＪＲ西日本の車両に限らず、ＪＲ東海やＪＲ四国、ＪＲ貨物といったＪＲ

グループ各社のほか、西日本エリアに所在する第３セクターの鉄道会社の車両もある。そし

て、乗客を乗せる車両以外にも、貨物用の機関車や貨車、事業用車と呼ばれる点検・作業専

用の車両など「乗れない車両」も展示してきた。展示中の館内の盛り上がりもさることながら、

これらの車両の展示のために普段走行しないエリアを列車が移動する姿を一目見たいという

コアファンは大変多い。そのため、列車の輸送スケジュールは非公表であるにもかかわらず、

展示予定日から予想して撮影を試みるコアファ

ンも少なくない。展示初日は、人が少ない状態

で撮影しようとするコアファンや、入線の様子

をよりよい場所で撮影するために場所取りをし

たいコアファンなど、開館の２時間前から並ぶ

人の姿も見られる。

常設展示以外にも実物の車両を見ることがで

きる点は特にコアファン層への訴求力が高く、

当館の独自性の１つである。

２）ＳＬスチーム号

「３．多彩な来館者層に合わせた “ 体験 ” の提供」のなかで述べた通り、当館のメインコン

テンツのひとつが、ＳＬである。日本では各地で観光列車としてＳＬの運転をおこなってい

る場所があるが、いずれも運転日は限られている。加えて、それらのＳＬの中には本来の蒸

気機関ではなく、圧縮空気を動力とする改造が施されているものもある。

当館のＳＬスチーム号は、運転距離こそ１ｋｍと短いが、開館日については毎日最低でも

６本程度（夏季は熱中症対策で減便となる場合もある）の運行本数がある。動くＳＬの姿を

常に見ることができる場の提供は、鉄道系博物館においても特別である。また本来の蒸気機

関をそのままに生かしているため、夕方には１日の運行で出た灰（アスガラ）を落とし、翌

日の運行に備えて石炭と水の補給「給炭水（きゅうたんすい）作業」を行う。給炭水後には

機関車の向きを変える「転車台（てんしゃだい）」

に載せて回転させ、20 線ある扇形車庫の所定

の庫（くら）に後進運転で入庫し、１日の展示

を終える。

「生きている展示物」としてのＳＬを間近に

体験できる機会の提供は、ＳＬを動態で保存し

続ける取り組みの副産物でもある。ＳＬの検修

（点検・修繕作業）設備は 1914（大正３）年

に建てられた扇形車庫内にある。ただ、扇形車

庫自体が重要文化財であり改修が難しいこと

引込線展示車両の入線時のようす

ＳＬスチーム号
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や、ＳＬの検修作業を安全かつ持続的に継承するための設備拡充が必要であったことから、

当館の建設時に「第２検修庫」が設置された。この第２検修庫では、ＪＲ西日本の社員が日

常的にＳＬの検修作業をおこなっており、来館

者はガラス越しにその様子を見ることができ

る。

ＳＬをめぐる展示は引込線展示と異なり常時

機会があるため、個人や団体、国籍を問わず、

幅広い来館者層に興味を持っていただいてい

る。それと同時に、遠方からでも足繫く通うコ

アファン層も少なくない。現業機関が密接に関

わるＳＬ保存の最前線であるという点は、何よ

りも当館ならではの特徴と言える。

 

５．おわりに

博物館は、収集・保存・展示・調査研究・教育普及活動を主としておこなう場だが、これら

の活動を継続するためには一定の収益が必要となる。そのため当館では来館人数に対して目標

数値を設定し目標達成のために多彩な来館者層に向けた取り組みを強化してきた。

「４．多彩な来館者に合わせた “ 機会 ” の提供」で紹介した通常開館時の来館者に向けた取り

組み以外にも、自治体や企業による早朝や夜間の貸切開館、結婚式やその前撮り、当館主催の

来館者を限定したイベント（LINE 登録者向け、ペットイベント）などもある。貸切開館に関

しては、鉄道に関わる企業や周辺自治体などによるものも多い。さらに特筆すべきは、当館に

おける施設貸出しはいわゆる「場所貸し」ではない点にある。貸切の主催者のほとんどが、通

常開館時の状態での貸切を希望し、中には特別なワークショップや解説ツアー・車内公開など

のオプションを追加することもある。博物館としてこのような形での需要があることは大変有

難いことである。

とはいえ、未だ本質的な課題も多い。たとえば、資料保存の観点とバリアフリー化が挙げら

れる。土日祝日限定で月替わりで１車両の車内公開を行っているが、古い車両は扉や車内が狭

く車いすのまま車内に入ることができない。見学可能とするためには車体の大幅な改造などが

必要であり、これは「実物資料」としての車両の保存に反するため対応が難しい。障がいを持

つ来館者への配慮が一層求められるいま、喫緊の課題と言える。

また、多言語対応もいまだ途上である。ＱＲコードによる多言語解説システムの利用実績を

解析し、使用端末の国籍から来館者の国別の割合を確認することができるため、この傾向を把

握しつつ、館内の様々な取り組みの多言語対応に生かしていくことも今後の課題である。

ＳＬ第２検修庫




